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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 37,963 △1.5 503 ― 567 ― 205 ―

21年3月期第3四半期 38,555 ― △1,012 ― △982 ― △733 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 4.28 ―

21年3月期第3四半期 △15.29 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 48,391 21,160 43.7 440.80
21年3月期 54,455 21,343 39.2 444.60

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  21,157百万円 21年3月期  21,340百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
22年3月期 ― 0.00 ―

22年3月期 
（予想）

10.00 10.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 54,700 0.7 1,920 14.0 1,880 12.9 820 20.4 17.08
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 48,000,000株 21年3月期  48,000,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  1,036株 21年3月期  986株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 47,999,009株 21年3月期第3四半期 47,999,287株
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（セグメント別実績） 

 

 
  
当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、失業率が高水準にあるなど、依然として厳しい状況が続

いております。当不動産流通業界におきましては、不動産向け融資の環境に改善は見られず、不動産投資
関連市場は停滞が続いております。反面、実需不動産取引においては、販売価格の低下、低金利の継続な
どを背景に取引件数は増加基調で推移いたしました。  
 このような状況において当社グループでは、主力の売買仲介業において、主に一般顧客を対象とした仲
介取引が増加した反面で平均取扱高が低下したこと、また販売受託業の計上物件が前年同期と比較して減
少したことなどにより、営業収益は37,963百万円（前年同期比1.5％減）となりました。営業利益は営業
原価の削減に努めたことにより503百万円（前年同期は1,012百万円の営業損失）、経常利益は567百万円
（前年同期は982百万円の経常損失）、四半期純利益は205百万円（前年同期は733百万円の四半期純損
失）となりました。  
  
事業の種類別セグメントの業績は次のとおりです。なお、セグメント間の内部取引高を含んでおりま

す。 
  

（仲介） 
仲介業では、リテール分野において、インターネットを活用した営業力の強化を図るなど、一般顧客を

対象とした実需取引の取り込みに努めてまいりました。また、ホールセール分野において、企業再生及び
不良債権処理等のソリューション事業の取り組みを強化してまいりました。  
 その結果、取扱件数が増加したものの、大型取引の減少により平均取扱高が低下したため、仲介業にお
ける営業収益は19,389百万円（前年同期比2.8％減）となりました。営業利益は営業原価の削減に努めた
ことにより、1,351百万円（前年同期は380百万円の営業損失）となりました。  
  

（販売受託） 
販売受託業では、在庫販売価格の調整により、販売・引渡計上ともに計画を上回る水準で進捗しており

ますが、前年同期と比較して大型物件の引渡計上が減少したことから、営業収益は2,002百万円（前年同
期比43.3％減）、営業損失は615百万円（前年同期は117百万円の営業損失）となりました。 
  

（賃貸） 
賃貸業では、管理代行・借上ともに管理戸数が増加したことにより、営業収益は7,946百万円（前年同

期比2.4％増）となりましたが、営業利益は空室率の上昇に伴いテナント募集費用などの営業原価が増加
したため、1,173百万円（前年同期比11.6％減）となりました。 
  

（不動産販売） 
不動産販売業では、短期回転型の買取再販事業が好調に推移したため、営業収益は8,622百万円（前年

同期比17.0％増）、営業利益は1,157百万円（前年同期比15.5％増）となりました。 
  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

営業収益 （百万円） 営業利益 （百万円）

当四半期 前四半期 比較 増減率(%) 当四半期 前四半期 比較 増減率(%)

仲介 19,389 19,946 △556 △2.8 仲介 1,351 △380 1,732 ―

販売受託 2,002 3,532 △1,530 △43.3 販売受託 △615 △117 △497 ―

賃貸 7,946 7,759 186 2.4 賃貸 1,173 1,328 △154 △11.6

不動産販売 8,622 7,370 1,252 17.0 不動産販売 1,157 1,002 155 15.5

その他 74 90 △16 △18.1 その他 △28 6 △34 ―

消去又は全社 △71 △142 71 ― 消去又は全社 △2,536 △2,851 315 ―

合計 37,963 38,555 △591 △1.5 合計 503 △1,012 1,516 ―
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（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて5,487百万円減少し、25,286百万円となりました。これは、短
期貸付金が8,000百万円増加した一方で、現金及び預金が1,567百万円、有価証券が7,979百万円、販売用
不動産が2,301百万円、立替金が1,744百万円減少したことなどによるものであります。 
固定資産は、前連結会計年度末に比べて576百万円減少し、23,105百万円となりました。これは主とし

て、賃貸用物件の売却や減価償却により有形固定資産が555百万円減少したことによるものであります。 
この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて6,063百万円減少し、48,391百万円となりました。 
  

（負債） 
負債は、前連結会計年度末に比べて5,881百万円減少し、27,230百万円となりました。これは主とし

て、販売受託業の受託預り金が6,763百万円減少したことによるものであります。 
  

（純資産） 
純資産は、前連結会計年度末に比べて182百万円減少し、21,160百万円となりました。これは、四半期

純利益205百万円の計上やその他有価証券評価差額金が92百万円増加した一方で、配当金479百万円を支払
ったことなどによるものであります。 

  

  
平成21年10月30日発表の業績予想の変更はありません。 

 なお、本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び
合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は今後様々な要因により大きく異なる可
能性があります。 

  
  

 該当事項はありません。 
  

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 
当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しておりま
す。 

  
② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定
する方法によっております。 

  
③ 経過勘定項目の算定方法 

固定費的な要素が大きく、予算と実績の差額が僅少のものについては、合理的な算定方法による
概算額で計上する方法によっております。 

  
④ 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時
差異等の発生状況に著しい変化がないため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタ
ックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  
⑤ 税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税
引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 
 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

 該当事項はありません。 

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,976 7,543

受取手形及び売掛金 188 340

有価証券 364 8,343

販売用不動産 5,674 7,976

仕掛販売用不動産 1,388 1,084

短期貸付金 8,503 503

その他 3,229 5,009

貸倒引当金 △40 △29

流動資産合計 25,286 30,773

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,697 5,020

土地 5,333 5,543

その他（純額） 208 231

有形固定資産合計 10,239 10,795

無形固定資産 3,036 3,276

投資その他の資産   

その他 9,941 9,734

貸倒引当金 △112 △125

投資その他の資産合計 9,829 9,609

固定資産合計 23,105 23,681

資産合計 48,391 54,455
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 49 40

短期借入金 4,946 4,596

未払法人税等 308 270

受託預り金 4,423 11,186

賞与引当金 466 1,103

役員賞与引当金 19 15

その他 7,646 6,556

流動負債合計 17,859 23,769

固定負債   

長期借入金 3,610 3,618

退職給付引当金 4,272 3,951

その他 1,488 1,773

固定負債合計 9,370 9,342

負債合計 27,230 33,111

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,396 1,396

資本剰余金 944 944

利益剰余金 18,534 18,809

自己株式 △0 △0

株主資本合計 20,874 21,148

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 283 191

評価・換算差額等合計 283 191

少数株主持分 2 3

純資産合計 21,160 21,343

負債純資産合計 48,391 54,455
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業収益 38,555 37,963

営業原価 36,550 34,639

営業総利益 2,004 3,323

販売費及び一般管理費 3,017 2,820

営業利益又は営業損失（△） △1,012 503

営業外収益   

受取利息 23 28

受取配当金 27 72

保険配当金 25 25

その他 40 55

営業外収益合計 117 181

営業外費用   

支払利息 56 98

その他 30 20

営業外費用合計 86 118

経常利益又は経常損失（△） △982 567

特別利益   

保険差益 23 －

特別利益合計 23 －

特別損失   

固定資産圧縮損 20 －

減損損失 － 53

特別損失合計 20 53

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△978 513

法人税等 △245 308

少数株主利益又は少数株主損失（△） 0 △0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △733 205
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△978 513

減価償却費 847 772

減損損失 － 53

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,061 △637

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △41 4

退職給付引当金の増減額（△は減少） 327 320

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △102 △282

貸倒引当金の増減額（△は減少） 18 △1

受取利息及び受取配当金 △51 △100

支払利息 56 98

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,732 1,998

立替金の増減額（△は増加） － 1,744

前受金の増減額（△は減少） － 791

受託預り金の増減額（△は減少） △3,430 △6,763

その他 330 806

小計 △6,819 △681

利息及び配当金の受取額 48 51

利息の支払額 △40 △66

法人税等の支払額 △2,928 △222

営業活動によるキャッシュ・フロー △9,741 △918

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 － 335

有形固定資産の取得による支出 △2,058 △133

有形固定資産の売却による収入 － 298

無形固定資産の取得による支出 △1,687 △265

投資有価証券の取得による支出 － △289

投資有価証券の出資による支出 － △500

貸付けによる支出 △940 －

その他 76 46

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,610 △509

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,000 1,130

長期借入金の返済による支出 － △788

配当金の支払額 △1,103 △479

その他 △8 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,887 △138

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △11,463 △1,566

現金及び現金同等物の期首残高 13,770 16,046

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,307 14,480
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 該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

  

 
(注) １ 事業区分の方法  

   役務提供の形態別区分によっております。  

２ 各事業区分の主な内容  

   仲介：不動産の仲介及び不動産の仲介に附帯する業務  

   販売受託：不動産の販売受託及び不動産の販売受託に附帯する業務  

   賃貸：不動産の賃貸及び不動産の賃貸に附帯する業務  

   不動産販売：買取物件再販売業務、その他不動産の販売等  

   その他：ＳＰＣ投資等の不動産証券化業務、保険代理業務等  

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

  

 
(注) １ 事業区分の方法  

   役務提供の形態別区分によっております。  

２ 各事業区分の主な内容  

   仲介：不動産の仲介及び不動産の仲介に附帯する業務  

   販売受託：不動産の販売受託及び不動産の販売受託に附帯する業務  

   賃貸：不動産の賃貸及び不動産の賃貸に附帯する業務  

   不動産販売：買取物件再販売業務、その他不動産の販売等  

   その他：ＳＰＣ投資等の不動産証券化業務、保険代理業務等  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

仲介  
(百万円)

販売受託
(百万円)

賃貸
(百万円)

不動産販売
(百万円)

その他
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は 
全社 

(百万円)

連結
(百万円)

営業収益

(1) 外部顧客に対する 
  営業収益

19,839 3,501 7,757 7,370 87 38,555 ― 38,555

(2) セグメント間の内部 
  営業収益又は振替高

107 30 1 ― 3 142 (142) ―

計 19,946 3,532 7,759 7,370 90 38,698 (142) 38,555

  営業利益 
  又は営業損失(△)

△380 △117 1,328 1,002 6 1,839 (2,851) △1,012

仲介  
(百万円)

販売受託
(百万円)

賃貸
(百万円)

不動産販売
(百万円)

その他
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は 
全社 

(百万円)

連結
(百万円)

営業収益

(1) 外部顧客に対する 
  営業収益

19,372 1,965 7,930 8,622 72 37,963 ― 37,963

(2) セグメント間の内部 
  営業収益又は振替高

16 36 15 ― 1 71 (71) ―

計 19,389 2,002 7,946 8,622 74 38,034 (71) 37,963

  営業利益 
  又は営業損失(△)

1,351 △615 1,173 1,157 △28 3,040 (2,536) 503
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前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、記載しておりません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、記載しておりません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

海外営業収益がないため、該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

海外営業収益がないため、該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

  

 営業収益の状況 

当第３四半期連結累計期間における営業実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであり

ます。なお、各セグメントの営業収益には、セグメント間の内部取引高を含めております。 

  

（仲介） 

 
  

【所在地別セグメント情報】

【海外営業収益】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

6. その他の情報

区分

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）

売買仲介 賃貸仲介 合計

前年
同期比
(％)

仲介 顧客
紹介料等 
(百万円)

収益
(百万円)

件数
(件)

収益 
(百万円)

収益 
(百万円)

件数(件)
取扱高 
(百万円)

手数料
(百万円)

首都圏 7,478 319,827 14,303 564 14,868 5,584 1,259 16,127 △2.9

関西圏 2,070 47,962 2,187 78 2,265 478 85 2,351 6.9

その他 964 16,889 875 17 892 95 17 910 △20.2

合計 10,512 384,680 17,366 659 18,026 6,157 1,363 19,389 △2.8
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（販売受託） 

 
  

（賃貸） 

 
  

（不動産販売） 

 
  
  
  
  

  

区分

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）

販売受託

顧客紹介料等
（百万円）

収益 
(百万円)

前年同期比
(％)

件数(件)
取扱高
(百万円)

手数料
(百万円)

首都圏 1,099 46,756 1,405 162 1,567 △44.2

関西圏 195 6,995 199 234 433 △39.6

その他 1 29 0 ― 0 △88.4

合計 1,295 53,781 1,605 396 2,002 △43.3

区分

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）

管理戸数(戸) 管理面積(㎡) 収益(百万円) 前年同期比(％)

賃貸(社有)

住宅 470 ― 773 △20.0

オフィス等 ― 9,703.92 232 △16.5

小計 470 9,703.92 1,005 △19.2

転貸(借上)

住宅 5,095 ― 4,592 10.2

オフィス等 ― 3,721.03 245 △22.5

小計 5,095 3,721.03 4,837 7.9

管理代行 61,651 ― 2,005 3.8

その他 ― ― 97 △2.5

合計 ― ― 7,946 2.4

区分

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）

販売戸数(戸・区画) 収益(百万円) 前年同期比(％)

土地 79 5,562 443.5

マンション 115 2,580 △51.1

戸建 5 479 90.1

合計 199 8,622 17.0
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